
国立大学法人福島大学共生システム理工学類

商ま
業を祝して

ご卒業を迎えた皆さん､おめでとうございます｡心か

らお祝い申し上げますo

このたび卒業を迎えられるのは,学生の皆さん自身

のご努力のたまものであることは言うまでも有りません｡

しかし､研究･教育でご指導いただいた諸先生方や職

員の方々､そして今まで育ててくださった保護者の方々

のご支援のおかげであることも忘れてはなりませんo

さて本年度. 2010年6月の小惑星探査機｢はやぶさ｣

の帰還はまだ記憶に新しいことと思います0 2003年5月

に打ち上げられた｢はやぶさ｣は､ 2005年に小惑星｢イト

カワ｣でサンプル採取後､地球との通信が途絶したり､

イオンエンジンが運用停止寸前に追い込まれたり､幾

度となく絶望的なトラブルに見舞われましたo Lかしそ

のたびに,プロジェクトスタッフは｢もうダメだ｣ ｢ここまで

なのか｣とほとんど諦めながらも､祈るような気持ちで､

共生システム理工学類後援会役員一同

考えられる全ての策を講じて対応し続けたといいます｡

小惑星サンプルリタ-ン計画を発表したときには｢背伸

びしすぎの計画｣ ｢日本にできるのか｣と言われたそう

ですが､ ｢はやぶさ｣に携わる人々の｢あきらめない,投

げ出さない｣姿勢が､人類初のミッションを成功させた

のではないでしょうかo

新しい世界へ踏み出される卒業生の皆さんも､在学

生の皆さんも､どうか,これからどのような困難に出会

おうとも､果敢にチャレンジし､自分なりのミッションを成

功させてください｡

本年度は､平成5年4月に第1期生として入学された

学生の中から､福島大学研究科博士前期課程に進学

された皆さんが､修了生として社会に送り出されます.

本学類で学ばれた皆さんのこれからのご活躍をお祈り

いたしております｡
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人間支援システム専攻　3年

吉田　義宏

【実習日程】

実習期間:平成22年8月23日～8月27日

実習先:日本全案株式会社

指導担当者:研究管理部･研究管理チーム

物流管理部･業務推進チーム

実習期間 僭ｩ�餾H���実習内容 

8月23日(月) �(h匣ﾊHｸh�鐙ﾇﾈﾇﾉxｸ抱ﾆI~ﾈ�ﾇﾉ��k��

8月24日(火) �(h匣ﾊHｸh��･実験動物管理業務の説明､実習 ･HGF業務の実習 

8月25日(水) 唳g��ｨ,ﾈﾊ乂r�臨床試験牧場'ヰ舎での実習 

8月26日(木) ��饑�5h5�6X8�YB饂越ﾈ5h5�6X8�,�,(*(,H,ﾉ��k��
物流管理部.製品の梱包作業 

8月27日(金) 兒越ﾈｬyyﾙYB�･製品の輸出入について ･製品の梱包作業 

●インターンシップで得たもの

私が参加した会社は動物薬の会社であった.その中で

私は､中央研究所､臨床試験牧場､物流管理部と大き

く分けて3つの部署で実習を行った｡薬品や物流について.

それぞれの部署で今まで私が経験したことのない多くの

ことを経験することができた｡

中央研究所､臨床試験牧場では､研究の難しさや大

変さを知った｡新薬を開発する場合は､ 1つの薬を作るの

に何年もかかり､研究に多くの時間がかかるo粘り強く研

究に取り組むことが必要であると知った｡常に目標を持っ

て研究に取り組むことが､成功のカギであると感じた｡多

くのお客様に喜んでもらえる､新薬を開発することで多く

の動物の命を助けることができるなど､目標を持って仕

事に取り組むことで､よりよい製品が開発されるのだと思う｡

また､研究は効率よく物事を考えて進めなければならな

いため､研究の順序や計画が重要であると教えて頂いた｡

1つのことを集中的に進めるのではなく,同時にいくつか

の研究を進め､完成までの時間を短くすることが大切だ

と知ったD何事も､段取りよく進めることが重要だと感じた｡

また､仕事には一人一人が責任をもって取り組まなけれ

○

ばならない｡実験を行う際､実験の準備の段階から集中

して行わなくては､ミスが出でしまい実験をやり直すなど

の無駄な時間ができてしまう｡簡単な作業であっても慎

重に正確にしなければならないと知った｡

物流管理部では､仕事を効率よく進めることの大切さ

を学んだC仕事はスピードが大切で.自分で仕事をしな

がら覚え､自分で効率のよい方法を見つけることが大切

である｡私は､商品の梱包作業を体験し､身を持って実

感した｡マニュアルを覚えることより､自分で考え工夫し

ながら作業をすることの方が重要であると学んだC

始めは慣れない環境での実習で不安があったが,多く

の社員の方に支えられ､無事インターンシップを終えるこ

とができた｡インターンシップを終えて､参加以前より成

長することができたと思っているo実習中は中央研究

所､臨床試験牧場､物流管理部とそれぞれ異なる内容

の実習を行ったため､多くの社員の方にお世話になり､様々

なお話を聞くことができたo lつの部署について深く学ぶ

ことはできなかったが､部署ごとの仕事内容の違い､役

割の違いなど1つの部署だけの実習ではわからなかった

ことを経験することができた｡
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課題としていた､働くことのやりがいや大変なこと､学生

時代やるべきことなどについて多くの意見を聞くことがで

きた｡また､実習中に分からないことがあったときはしっか

りと質問をすることができたと思う｡社員の方と積極的に

コミュニケーションをとることができたことで,今後に活か

せる多くのことを学ぶことができた｡

社会で大切なことは､当たり前のことを当たり前にするこ

とだとインターンシップを通して感じたo挨拶はもちろんの

こと､責任を持って仕事をすることなどは当たり前のこと

だが､当たり前にすることは簡単なようで難しい｡社会人

は当たり前のことを当たり前にしなければ認められない｡

一人前になれないので､わからないところを人に聞いたり､

挨拶を元気よくしたりと当たり前のことがとても大切であ

ると感じたoまた､会社では一人一人の責任が重大であ

るということを学んだ｡一人の人が間違えてしまったことが､

その人だけの責任になるのではなく､会社全体の責任に

なってしまうこともあるo実験中にミスが起きてしまったら､

もう一度実験をしなくてはいけない分､会社に不利益を

もたらしてしまう｡お客さんから注文を受けた商品の数や

種類を間違えてしまったときも同じである｡このようなこと

が起らないように､一人一人が常に責任感を持って仕事

をしなければならないと知った｡

●大学生活に与えた影響

インターシップに参加前と参加後では就職や会社につ

いてのイメージが大きく変わったo社会で大切なことや､

会社の雰囲気,仕事の内容､コミュニケーションの大切

さなど大学生活では決して知ることのできない多くのこと

を経験することができた｡

インターンシップに参加して､私は今後についてもっと

よく考えなければならないと思った｡私は以前､大学院に

進学することはまったく考えていなかった｡理由は､大学

院に進学しない人よりも就職が2年間遅れる分､進学し

なかった人との差が大きくなるのではないかと考えていた

からだoしかし､この2年の差は大きくないということを教え

ていただいたo大学院に進学した期間は自分の将来に

ついてよく考えられ､多くのことを勉強できると知った｡今

後の進路は自分の一生を決めることなので､後悔しない

ように､いろいろなことを考えて決めたいと思っている｡

また私は今後､英語を勉強していきたいと考えているo

会社の社員の方に学生時代に勉強しておくとよいことを

聞いたときに､多くの方が英語を勉強しておくとよいとお

っしゃっていたからだ.社会に出てから英語などは必要な

いと思っていたが,研究の際に英語の論文を読んだり､

海外とのやり取りをする際によく英語を使うということを知

った.会社に入ってからでは､勉強をする時間が多く取

れないため､時間がたくさんある学生のうちに英語を勉

強しておくとよいというアドバイスをいただいたo会社に入

ってから役立つように､大学の講義以外でも英語を勉強

していきたいと思うo

●インターンシップに参加する学生へ

インターンシップは学ぶことがとても大きいです｡大学

生活や講義では決して経験のできない､会社の雰囲気や､

仕事の内容など多くのことを経験することができますC

大学では学べないことを多く学べるので､とてもよい経験

になりますし､よい刺激にもなります｡

実際に経験しないとわからないことがあると思うので､

積極的にいろいろなことを聞いて､たくさんのことを学ん

で欲しいと思いますo

12月8日インターンシップ報告会

○
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実習期間 僭ｩ�餾H���実習内容 

9月1日(水) 伜仂h攤ⅸﾔ委�zﾈﾅr�オリエンテーション 

9月2日(木) 伜仂h攤ⅸﾔ委�zﾈﾅr�町長､商店会長あいさつ ヒアリング活動に向けての準備 

9月3■日(金) 伜仂h攤ⅸﾔ委�zﾈﾅr�ヒアリング活動 

9月6日(月) 伜仂h攤ⅸﾔ委�zﾈﾅr�ヒアリング活動 

9月7日(火) 伜仂h攤ⅸﾔ委�zﾈﾅr�~~~~盲ラ7)ング活動 これからの活動計画について話し合い 

9月8日(水) 伜仂h攤ⅸﾔ委�zﾈﾅr�市街地の活性化についてのまとめ 
商工会での中間発表会 

9月9日(木) 伜仂h攤ⅸﾔ委�zﾈﾅr�県立川俣高校へのヒアリング 
市街地の活性化についてのまとめ 

9月10日(金) 伜仂h攤ⅸﾔ委�zﾈﾅr�市街地の活性化についてのまとめ 最終報告会に向けでの準備 

9月13日(月) 伜仂h攤ⅸﾔ委�zﾈﾅr�最終報告会に向けての準備 

9月14日(火) 伜仂h攤ⅸﾔ委�zﾈﾅr�最終報告会に向けての準備 
最終報告会 

●インターンシップで得たもの

インターンシップ参加で設定した課題は二つあり､ひと

つは公務員として働くことを肌で感じること｡もうひとつは､

今回福島大学2名と立命館大学3名の共同作業でした

ので､普段接することのできない他大学の学生との共同

活動を円滑に進めることでしたD

今回の業務内容が､川俣町の中心市街地の活性化に

ついて検討するという活動だったせいか､公務員の仕事

のイメージである､書類整理などの事務作業は一切あり

ませんでした｡二週間の行動計画も自分達で決めること

ができ､特に決められた作業というのは中間発表会と最

○

終報告会をするということだけでした｡

活性化策の検討について､僕たちが最終報告会で提

案したものは､空き店舗の利活用(チャレンジショップ､

商業体験インターン､高校生の商店街へのイベント参加

など)や､イルミネーション事業を活用した市街地への人

の呼び込み､商店会同士の連携の強化(イベントの共同

開催)の三点だったのですが､この三つの案を出すまでに､

空き店舗の利活用における補助金はどのようにしたら良

いのか､高校生のイベント参加は本当に可能なのかなど､

より具体的で実現可能な策にするために本当に苦労しま

したoこのような策の実現可能性を調べるためには､再び
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ヒアリング活動をしなければならなかったし､地元の川俣

高校にまでヒアリングに行くこともありましたD

来年以降､最終的に出したこの三つの提案が実施され､

中心市街地の活性化につながれば､それはもちろん最

高のことだと思いますoしかし､今回の活動を通してこの

提案だけが川俣町の活性化につながるのではないと感

じる部分もありました｡それは､インターンシップで学生が

川俣町に来て活動すること自体が町の活性化につなが

っていたのではないかと感じたからです,例えば､ヒアリン

グ活動は､主におじいちゃんやおばあちゃんにすることが

多かったのですが,そういった方々が､川俣の歴史や独

自の文化などをインターン生に話すことによって､自分達

の歴史について自信を持てたり､元気が出たりするので

はないかと感じたし(そういった話を身内などにしても､あ

まり聞いてくれない場合が多い) ､商店街の人は､苦情や

悩みなどをインターン生に話すことによって､そのすべて

ではないが､一部を解消することができると思ったからで

すQまた､その土地を知らない学生が調査することによっ

て､そこに住んでいる人は当たり前だと思っていた､その

町の良いところや､逆に､危機感を持たなければならない

ところが分かるという利点があるとも感じましたo

●大学生活に与えた影響

今回のインターンシップに参加してみて､自分の中でよ

り一層公務員になりたいという思いが強いものになりましたo

この二週間の活動では､たぶん公務員のイメージとして

強い事務作業などはあまり体験できませんでしたが､そ

のような仕事をする中で公務員が常に心に止めておか

なければならない基礎の部分を学べた気がします.また.

自分は今､公務員になるために勉強を頑張っているので

すが,これから試験までのモチベーションを高めることが

できたということもこのインターンシップでの大きな収穫の

一つだったと思います｡

●インターンシップに参加する学生へ

川俣町役場のインターンシップについて､以下に挙げ

る項目に少しでも興味のある人がいれば､来年以降参

加してみることをお勧めします｡

1､公務員として働くための心構えを学びたい

2､地域の活性化について興味がある(商店街の現状を

見ながらの作業になるのでより現実的な対策の検討をし

ます)

3､普段あまり年の離れた人と揺する機会がない(ヒアリ

ング活動を通して様々な人達と揺するスキルを磨くこと

ができます)

4､他大学との交流をしてみたい

自分は,インターンシップが始まる前までは､二週間職

場でしっかりと自分の仕事をこなせるのか､立命館大学

の学生たちと上手くやっていけるのかなど不安に思うこと

ばかりでした｡しかし､活動が始まってしまうと､職場の雰

囲気も明るく､立命館大学の学生とも楽しい交流をする

ことができ､あっという間でしたが､とても充実し､何より

活動を楽しめたインターンシップにすることができましたD

立命館大学では､ 4年前から毎年,公共政策実習とい

う形で川俣町役場に来ているそうですが､福島大学の

学生が川俣町役場のインターンシップに参加するのは今

年が初めてだったそうです｡来年以降も川俣町役場の

インターンシップは開催されると思うので､福島大学も立

命館大学同様に毎年参加者が出れば良いなと思いますo

12月8日インターンシップ情報交換会

○
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海外演習報告

環境システムマネジメント専攻

川越　清樹

去年に引き続き海外演習の学生引率を担当したo研

究室で何気なく海外演習を呼びかけたら2人の学生が海

外演習希望という話で､早速､演習の段取りへ-11月に

カンボジアで洪水氾濫とその後の水利用を確認する調

査予定もあり,同行して演習を行う内容にしたD東南アジ

アということで,海外初体験者にとっては､衛生的に?価

値観､文化の違い?から厳しい演習になるのだが､仕事

柄でそのような国に行かざるをえない｡また､講義の中で

頭の中に話しかけても印象が薄いであろう世界各地の水

環境の現状を目で見てもらう絶好の機会でもあるC

実は､私自身､細心の注意を払い､気苦労の中で生活

するのが嫌で､海外自体に興味をもてなかった頃が

ある｡その昔は､バックパッカ-をする学生を見て､何が

楽しいのかと不思議がっていたoしかしながら､調査を重

ねる度に､海外程､気楽に過ごせる場所はない(特に東

南アジア)という感覚に陥っている｡食料等は甘い料理以

外はうまくてたまらないo近年､海外留学の減少や海外に

出たがらない学生が多いと聞く｡それとは逆行し､私自

身は､実際に行って､いろいろな違いを発見することが楽

しい状況である｡そんなことに共感する好奇心の強いタフ

な学生さんは是非､うちの研究室に･･と宣伝しつつ､詳

しい演習内容は彼女達の文章でどうぞご確認を･ ･ ･

海外演習報告(カンボジア　プノンペン)

環境システムマネジメント専攻3年山田　志保

初めての降り立った海外の地､プノンペン空港には大勢

の現地の方がおり東南アジア独特の雰囲気と熱気を感じ

ることができた｡

メコン川流域調査では､現地の方が運転する自動車で

メコン川流域を複数個所調査した｡メコン川を本流とし､

コルマタージュ(水門)がある支流をGPSで位置確認し採水.

土壌のpH､河川の状態､周辺の状況を調査した｡また､

支流付近の周辺環境も調査した｡どこまでも地平線が続

○

[プノンペン周辺】

Landsat TM (1998/ll/15)

図-1カンボジア位置匡l

く大平原の中,日本とは雲泥の差がある農業技術を目の

当たりにしたoカンボジアでは､いまだに牛を使い農地を

研している状態であるo非効率かつ非生産的である印象

を受けた｡また､支流周辺の住居はメコン川が氾濫する

ため高床式の造りであった｡これには､未だに洪水と共存

する文化が伺えた｡

また､メコン川とトンレサップ川の合流地点(図-1位置

図　参照)を水上から見学した｡合流地点を見ると､トン

レサップ川は黒色､メコン川は茶色であり,色の異なりが

わかった.トンレサップ川には工場排水･生活排水､メコ

ン川は農地からの肥料･土壌が負荷され､これに応じて

水の色が変化したと推察された｡

カンボジアは､直射日光が当たるところは暑く､人の動

きもゆっくりでどこかのんびりとした印象を受けるが､外国

人(観光客)を見ると強引にトウクトウクに乗車させようとす

る人や､物乞いをする人(子供も含む)もおり､日本では

身近に感じにくい生と死を強く感じたoまた､市街の中心

部には､ため池が存在し､間近で観察すると､悪臭がひ

どいことがわかった｡水面も黒色で､一見すると汚染され

た土壌のようであった｡ゴミも漂っており,少なくともこの

水を利用し生活することは考えられないQさらに注視する

と､この池の近くに住む人は自作ではないかと思われるろ

過装置を設置し､池の水を飲料､作物に使用しているよ

うである｡日本と比較すると､とてもこの他周辺の居住と

利水は考えつかないが､悪条件の中で生活している人が

いることに憤然とした｡
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日本に到着し､日本語の会話を聞くと日本に帰ってき

たという気持ちになるD初めての海外で､日本の良さを実

感できた演習でもあった｡

市内の池　黒くヘドロ状である

海外演習報告(カンボジア　プノンペン)

環境システムマネジメント専攻3年渡辺　麻子

プノンペン市内の原動付自転車の圧倒的な多さにとて

も驚いた｡また､それに乗っている人が1人から多くて5人

ほどということにも驚いた｡移動中は同行した東北大学の

先生方からカンボジアの街や建造物､文化などについて

のお話を聞いたりもしたQその途中で､カンボジアの結婚

式会場や日本が建造した橋などを見ることができた｡市

内を抜けると道端に農業に使われていると考えられる牛

がたくさんいた｡さらに移動すると､大きな建物もなく､地

平線の広がる景色が広がった｡山や丘もなく､とても広々

としていて､日本とはとても異なる地形なのだと感じ､改

めて外国に来たのだと感じたo

現地ではメコン川流域調査をコルマタ-ジュ周辺や河

川が氾濫したことでつくられる湖で行ったoコルマタージ

ュとは､雨季の氾濫水を農地に利用するために作られた

水路である｡氾濫水には養分が多く､また氾濫水によっ

て運ばれた魚介類の捕獲も行っているようであるo日本

が協力して建造したコルマタージュも存在し､水門には

日本の国旗が描かれていた｡湖は､雨季が終わって間も

なく､一面に水が残っている｡乾季が進むと,水が引き､

通常の河川となる｡湖の岬の下の側面には雨季の時の

水位の跡が残っており,雨季の洪水による水位の高さが

理解できた｡

今まで飛行機にも乗ったことのない私だったので､仙台

空港から飛行機に乗るだけでわくわくしていた.そして初

めての海外｡プノンペンに到着し､空港から一歩踏み出

したとたんに､気候の変化と日本人のいない雰囲気を感

じたo活動を進めていくにつれて､たくさんの日本との違

いを感じることができたo言葉はもちろん､食べ物､地形､

街なかの環境など､たくさんのことが日本と異なっていた｡

言葉は､観光客が多く訪れる場所､特に買い物では英

語で何とかやり取りをすることができてよかったと思って

いる｡しかし､お互い何を言っているのか全く分からない

状況というのは本当に大変だと感じた｡また.今回､同行

した東北大学の先生､学生方々とも交流できてよかった

と思っている｡はじめは緊張したが､ 3人の先生方からそ

れぞれカンボジアについてのお話や､海外での体験談な

ど､様々なお話を聞くことができたo

カンボジアでの海外演習で日本にいた時とは違う体験

をできたことを忘れず､今後も様々な角度から物事を見ら

れるように心掛けていきたいと思った｡

商品が雑然と並ぶマーケット内

舞警
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海外演習報告

平成22年度の第二専攻プログラムによる海外演習と

して､中華人民共和国広東省を中心とした珠江デルタ

地帯を訪問しましたo日系企業の進出先は､上海や北

京など華北や華東地区が多いですが､製造品出荷嶺の

多さや所得の高さでは､広東省が最も高くなっていますo

｢世界の工場｣と言われる中国において､最も工場群が

集積しているのが､香港を取り囲むように位置する広東

省の珠江デルタ地帯ですo参加者は､教員二名(石岡

准教授,藤本准教授)と学生5名でした｡

日程は､ 22年8月31日から9月10日までです｡初日は移

動日であり､福島駅を7:03発の普通電車で出発し,仙台

空港に行き､そこから国内線で中部国際空港(セントレア)

まで搭乗し､そこで香港行きの国際便に乗り換えました｡

香港国際空港に着いたのは22:30であり､香港市内のホ

テルにチェックインした頃は､ 24時を過ぎていましたo

二日目は､サービス業･金融業に立脚した香港の産業構

造を実際に確認するために､金融街を訪問しましたo金

融街は､英語名でIntemational FlnanCe Centreと呼ばれま

すが､香港島北部､中西区の中環地区に位置する複合

施設の総称のことです｡ One IFC (1999年完成)とTwo IFC

(2003年完成)と呼ばれる二つのピルがランドマークとなっ

ています｡夕方には､香港市内のHongHum駅から､国境

の街である羅湖駅にむけて,鉄道で向かいましたo羅湖

駅から,徒歩で､香港と中国との国境を超えました｡徒

歩で､中国の広東省深馴市内に入り､そのまま宿泊しま

したo

三日目は､深酬テクノセンターという､日系企業が集

積する工業団地を訪問しました｡そこで､センターは､ ｢来

料加工｣という仕組みにより運営されていることを学びま

した｡工場見学に加え､女性のスタッフから､センターの

内実について､色々と教わりましたo

四日目は､テクノセンターの中でも､中核的な役割を

果たすCHOMEIというプラスチック総合加工メーカーを訪

問しました｡上場見学に加え.そこの川副哲社長からも､

○

++A- ∵■湖甜紬 ��l一 

産業システム工学専攻　准教授

藤本　典継

色々とお話しをうかがいました｡ CHOMElは企業集団であり､

当初は､肇英実業有限公司のみであったのが､現在では､

日彩化工(1992年設立)､ファインプラス(2000年､旧滑

川プラスチック工業が資本参加をしていた偉力工業金

型部から独立)､肇英包装(1996年設立)､大崎建設(読

立年不明) ､株式会社肇英(1997年に持株会社として設

立)なども含め6社により構成されていますoプラスチック

成型金型､プラスチック製品の生産､さらに､工場をはじ

めとする施設や設備の建設まで､プラスチックの加工や

それに付随する前方や後方の生産過程にまたがる範囲

の業務を行っています｡グル-プを統括する川副代表が､

プラスチック関連の製品に精通しているのは､もともと､

日本の6大化学メーカ-である宇部興産系(山口県宇部

市で創業し.現在でも同地山口県宇部市に本社を置く

総合化学メーカー)のグループ会社に勤務していたという

ことです｡社長は､大学卒業後に入社した宇部興産の関

連企業で､アメリカや香港などの海外駐在が多かったそ

うですoその経験により､取引先をはじめとする多方面に

わたる人脈を構築し､そのことが､独立による創業に役

立ったと語られましたoメーカー勤務時代の経験から､ ｢イ

ンフラ､サービス面において世界トップの香港と､人件費

が安い中EEZを組み合わせて製品をつくれば必ず利益が

でる｡ ｣との考えに至り起業したということです｡

五日目は､宿泊先のホテルで､それまでの訪問先にお

けるヒアリング内容をまとめるなど､デスクワークを行いま

した｡六日目は.深馴市のホテルをチェックアウトし､午

後から､中国版新幹線に乗り､ 2010年のアジア大会開催

地であった同じく広東省の広州市に移動しましたC

七日目､八日目は､教員養成大学として種々の実績を

出してきた華南師範大学(広州市)の地理科学院(学院

は､日本の学部･学類に該当)を訪問し､また､参加者全

員が,それぞれテーマを決めて､研究発表を行いましたo

師範入学からは､院長(日本の学部良.学類長)､先生

方や大学院生が参加しました.八日目の夕食は､師範
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大学の中にあるレストランで,盛大な中華料理をご馳走

になりましたo

九日目は,広州東駅前のホテルをチェックアウトし､広

州市から高速バスで約2時間30分のところに位置する珠

海市に移動しましたo

十日目は､台湾系企業であるDIPTRONICS社という､ス

イッチ専業メーカーを訪問しました｡社長は, STEVEN

LINさんで,台湾本社では市場調査､製品開発を行って

いますが､生産は中国に建設した三つの工場で行ってい

るそうです｡工場で生産した製品は香港に一度運ばれ

てから.世界へ輸出され､デジタルカメラ､ MP3､ NOTEBOOK､

自動車部品､リモコン､家電の部品として使われるそうで

す｡商品の取引先としては､台湾企業だけでなく､ヨーロ

ッパ､日本などの海外企業とも行っているそうです｡今回

テクノセンターの本部が入るピル

訪問した珠海工場では､金属加工､プラスチック加工､

組立､検査の工程を行っています｡また､社長から､盛大

な中華料理の夕食をご馳走になりました｡社長も流暢な

日本語を話され､日本語を話す女性スタッフもいたので､

お酒を飲みながらの笑いも交えたコミュニケーションをと

ることができました｡

最終日は､早朝から珠海のホテルをチェックアウトし､

歩いてマカオに入境しましたCマカオからは､フェリーに乗

り､香港国際空港まで向かいましたo当日は､天気が悪く､

フェリーやタクシーなどが順調に進まなかったために､香

港発で中部を経由する便への搭乗が間に合わなかった

ので､香港国際空港から成田空港に到着する便に搭乗

を変更しましたが､成田空港経由で日本に戻り,夜には

無事に福島駅に到着することができました｡

スイッチの大量生産が行われるD A P社の=場



VoL12
■扇IESPn■だ■口■G]J冠共生システム理=学叛後援会だよLJ　組J戯■盛■題■済■現■遜Il

News&To
福大ニュース&トピックス～後援会の皆様へ～大学の情幸陀お伝えします

福島大学では学業･研究業績､スポーツ､文化･芸術等の分野において､優れた業績をあげた個人及び団体

へ､大学特別賞及び学長寅を贈り､学生の表彰を行っていますo

宮城県白石市の斎J Hこおける水難事故の際に人命救

助を行った行政政策学溝3年斎藤龍敬さんへ､迅速的

確な活動をたたえ｢学長賞｣を贈りました｡ 8月4日(水)

学長室において､入戸野学長から表彰状とメダルが手

渡され､今後さらなる人間力と学力を備えていってほ

しいとの期待の言葉が贈られました｡

斎藤さんは､ 5月2 4日帰宅途中に通りかかった斎川で､

流されている男性を発見した人と協力し救助活動にあ

たりました｡この日は大雨で川も増水し夜間であった

にもかかわらず､危険を顧みず人命救助に貢献し､白石

警察署からも感謝状が贈られています｡ 前列中央が霜藤寵敬さん　2010 08 04

県産農産物を利用した取り組みを行っており､地消

地産と6次産業化を推進するために､福島県内の直売所

や､地元農産物を原料に加工･商品化している取り組み

を集めて､マルシェ(朝市)を開催しています｡

主催は教育GPの一環で経済縫営学類生が設立した｢福

大まちづくり株式会社(通称:マルシェ･F)｣です｡

第2団衝なかマルシェは､平成22年10月10日(日)･11

日(祝･月)に､福島市本町の｢街なか広場｣で開催され､

2 []間で来場者は4000人を超え､売り上げも第1回マ

ルシェの倍以上という結果になり､大成功で終えるこ

とが出来ました｡ 第2回街なかマルシェポスター　2010 10.10-ll

2010年11月21田から27日まで中国･広州で開催された

｢広州アジア大会(第16回アジア競技大会)｣へ福島大学

トラッククラブから出場した選手が帰回し､11月30日

(火)､福島大学で報告記者会見が行われました｡

会見には､福島大学トラッククラブ監督の川本和久

人間発達文化学類教授はじめ､前E]夜に福島入りした

ばかりの出場選手4人が顔をそろえ､今回の大会の感想

や今後の目標などについて話した後､報道機関からの

インタビューに答えていました｡

苗木沙弥佳(H20年度卒→ナチュリル)､千葉麻美(H19年度卒-ナチュリル/旧姓丹野)

渡辺真弓(H17年度卒-ナチュリル)､久保倉里美(H16年度卒-新潟アルビレックス)

◎

左から青木､干葉､渡辺､久保倉選手､川本監督2810 ll 30
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平成22年12月14日(火)学長室において､下平尾勲本学名誉教授の旧蔵書を本学附属図書館にご寄贈下さった

同名誉教授の奥様の下平尾婦美子様に､入戸野学長から｢感謝状｣と今回発行した｢下平尾勲寄贈図書目録｣

を贈呈しました｡

下平尾勲名誉教損は､ 1974年に本学経済学部(現:経済経営学類)に着任後､主として｢金融論｣を担当され2003

年に本学を定年退職し､福島学院大学長を歴任され､同

大学短期大学部教授在任中の2007年8月に急逝されました｡

本学在職中は､数多くの門下生の輩出だけでなく､学

生部長や地域創造支援センターの初代センター長とし

て､大学の運営にもご尽力されました｡また､地場産業

論の第一人者としての業績も顕著であり､福島県内だ

けでなく日本国内の地方自治体及び地域潅済の発展に

多大な貢献をされました.

今団受入れた園書は､本学附属図書館が所蔵している

園書との重複を除く､和書讃近冊､洋書78冊の計443冊です｡

貸出し可能となっておりますのでどうぞご利用下さいo
前列中央が下平尾婦実子さん　2010 12 14

福島大学環境サークル｢Laugh Maker｣が主催して､ 12月15日(水)に『キャンドルナイト2010』が中央広場で行わ

れました｡

福島大学生協の学食で使用された廃油と､大学内で

捨てられた空き缶で作られたキャンドルは約5∞本｡その

ひとつひとつに灯された光の中､集まった人達は､音楽系

サークル｢ハートフルスタジオ｣｢混声合唱囲｣などによる

アカペラやアコースティックな演奏を楽しんでいました.

3匝)Ejとなった今日訓よ～考えようECO　のこと､ゴミ

から灯リヘ思いを繋ぐ～　をテーマとして､環境サー

クルが今年行ったコミ拾いなどの活動を通して感じた

ことや思ったこと､キャンドルナイトを通して伝えた

いことを､集まってくれた人達に伝えていました｡　　　ハ~トフルスタジオの演奏　2010 12 15

福島大学アカへoラサークル｢Ral nbow Pumpki nJ所属の男女6

名で構成されるゲル170 『ひだまり職人』が第12t司青春ア

カペラ甲子Eil全国ハモネフリーク(フシ≠テレビ系列)の最終予

選を見事勝ち抜き､全国大会へ出場しました｡全国大会へ

は応募総数723組3642人の中から15組が出場しました｡

また､同日夕方の番組FTVスーパーニュース内でも『ひ

だまり職人』の特集が放送されました｡

『ひだまり職人』は､2010年4月に行われたサークルの

新入生歓迎会で出会った6人｡結成わずか8カ月｡悪いと

ころもいいところも認め会えるメンバーです｡ ♪歌が

あるからつながれる♪
ひだまり暇人のメンバー　2011 01 ll

福島大学ホームページでは大学の情報や学生の活躍を紹介しています　http://www.fukushima-u.a'.jp/ ○
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4月1日～3月31日

課外･教育研究活動助成/専攻交流会･グループ交流会助成/学生活動補助

資格･検定受験料補助/学頬運営補助/就職指導対策補助

4月6日　定期総会

6月2日　学業優秀者表彰1年～3年

8月8日　オープンキャンパス

8月31日～9月10日･ 11月23日～28日　海外演習

9月20日　後援会だより11号発行

18月30-31日　福大崇

10月30日　親のための就職セミナー

12月8日　インターンシップ報告会

3月19日　後援会だより12胃発行

3月25日　学業優秀者表彰4年

3月26日　後援会理事会
▼

TOEIC (カレッジTOELCを含む) 65

公文書管理検定　8

危険物取扱者　5

情報処理技術者　4

知的財産管理技能検定4

日商簿記　3

技術士　2

実用英語技能検定　2

ドイツ語検定　2

電気主任技術者1

CG検定1

ファイナンシャルプランニング技能検定1

外務員1

カラーコーディネーター　1

宅地建物取引試験1

漢字能力検定1

フランス語検定1

実用数学技能検定1

ご意見･ご要望挿

8
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共生システム理工学頬後援会

平成23年度総会のお知らせ

下記のとおり

後援会総会を開催いたします｡

平成23年4月4日

午前11時～12時

福島大学共通講義棟　L3教室

EB 〒960-1296碍島市会馴1 1福島大学理=学群共生システム理=学樗内　TELSFAX 024-54M176

学類のH Pで様々な教育･研究活動をご覧くださいo http://www.sis.fukushima-U.a(.jp/

◎


